
20_医療課_1事業シート（令和２年度予算）
1 2

4 ⑴

1

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和2年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施 5.平成31年度事業実績、評価等（Check）　R2.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 地域医療対策費

市長公約
・地域医療の高度化・充実を目指した取り組みを積極的に進めます。また、救急
医療体制の充実強化を図り、誰もが安心して医療を受けられる環境を作ります。

款 衛生費 まちづくり戦略 心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現

項 保健衛生費
根拠計画

104,755

57.4 ↗

102,067 102,067 △ 1,512

要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

事業名 41400 救急医療対策事業費 予
算

会計 一般会計
総合計画

まちづくりの方向性 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する

総合計画等　主な指標 Ｈ30実績 H31実績 R6目標

目的
・市民が休日夜間に急病になった時に受診できる医療体制を整え、安心して暮らせるよ
うにする。

概要

・休日診療所の開設（日・祝・年末年始、医科及び歯科）
・在宅当番医制・病院群輪番制病院（久美愛厚生病院、飛騨市民病院）への運営費の補助
・救命救急センター（高山赤十字病院）への運営費等の助成
・２４時間電話医療相談の実施や救急早見表の配布などによる適正な救急医療受診の啓発

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

103,903 103,631 103,579

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a)

県費　（ 

歳出事業費
（職員人件費を除く）

H30 H31 R2予算 実施計画額 102,000

68,792 66,987 66,987 △ 1,918

35,963 35,080 35,080 406

一般財源 69,365 67,272 68,905

特定財源

国費　（ 

その他（ 
休日診療所使用料、保健衛生費受託事業収入、福祉健康基金繰入
等 34,538 36,359 34,674

3,000

査定額

休日診療所の運営 20,125 20,294 17,958

個票枝番 主な事業内容

16,900

救命救急センター運営費等助成 40,000 40,000 40,000 40,000

3,000

在宅当番医制・病院群輪番制病院運営費助成 42,048 42,048 42,291

廃止検討

財務部
査定の
考え方

41,977

２４時間電話医療相談 1,400 1,125

評価等

・市が休日診療所を開設することにより、救急医療施設が患者の重症度に応じた対応を行うことができ
た。
・インフルエンザ流行期に、休日診療所の医師、薬剤師等が二人で対応する２診体制をとったことで、待
ち時間の短縮に繋がった。
・市民が安心して救急医療を受けられる体制整備に寄与した。

評価等

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・休日の救急医療の確保は、市民がいつでも安心して医療を受けられる環境整
備のため重要であり、今後も休日診療所を継続する。
・救急医療施設の運営支援については、市民が安心して暮らすための基本であ
り、引き続き事業を実施する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)

担当課
予算要求
ポイント

・休日診療所の管理運営に必要な経費を計上
・中核病院の救急医療体制整備に必要な経費を計上事業実績

・休日診療所開設状況
　　医科　利用者数　１，５７９人
　　歯科　利用者数　　　１０３人
・救急医療機関（二次・三次）運営に対する助成
・２４時間電話医療相談の相談件数　１，３２０件

事業実績

H30完了 H31完了

H31完了予定 R2完了予定

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討

20_医療課_1 41400



20_医療課_2事業シート（令和２年度予算）
1 2

4 ⑴

1

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和2年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

◎ 2

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施 5.平成31年度事業実績、評価等（Check）　R2.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

説明

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 地域医療対策費

市長公約

・地域医療の高度化・充実を目指した取り組みを積極的に進めます。また、救急
医療体制の充実強化を図り、誰もが安心して医療を受けられる環境を作ります。
・社会福祉の充実を目指し、潜在的保育士・看護師（結婚などで家庭に入ってい
る有資格者）登録制度の利活用を進めます。

款 衛生費 まちづくり戦略 心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現

項 保健衛生費
根拠計画

172,345

57.4 ↗

172,810 172,810 6,730

要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

事業名 41410 医療確保等支援事業費 予
算

会計 一般会計
総合計画

まちづくりの方向性 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する

総合計画等　主な指標 Ｈ30実績 H31実績 R6目標

目的
・市民が良質で適正な医療サービスを受けることができるよう医療体制の確保と充実を
図る。

概要
・市内中核病院の医学生から専門医等までに対する切れ目のない支援、就労・医療環境の整備、診療機能の維持等に対する
助成

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

163,633 158,814 166,080

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a)

6,360 6,360 2,510県費　（ 地域医療確保事業　1/2 3,850 3,845 3,850 6,632

歳出事業費
（職員人件費を除く）

H30 H31 R2予算 実施計画額 152,000

165,713 163,320 163,320 9,790

3,130 3,130 △ 5,570

一般財源 146,483 139,888 153,530

特定財源

国費　（ 

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金 13,300 15,081 8,700

128,900

査定額

医学生実習事業補助金・臨床研修支援事業補助金・デンバーへの研修医派遣 17,120 14,744 16,800

4,000

個票枝番 主な事業内容

12,400

岐阜大学医学部「地域医療コース」修学に対する支援 2,400 6,000

127,200

放射線治療の教育研究に対する助成・三次周産期医療機関の医師確保に対する助成 17,700 16,662 17,700

廃止検討

財務部
査定の
考え方

17,700

医師確保支援事業補助金・病院設備整備・院内保育事業運営等補助金 128,453 127,169

3,000

医学生を対象としたガイダンスへの参加

岐阜大学と連携した産婦人科医療体制の研究

評価等 ・市民が安心して地域医療を受けられる環境整備に寄与した。 評価等

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・市内中核病院の医療体制の支援については、ヒアリング等を実施しながら、実
態に応じた助成を行う。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)

担当課
予算要求
ポイント

・医師等の育成・確保のための環境整備など、各種施策に必要な経費を計上
事業実績 ・市内中核病院に対し医師確保や医療機器整備等に対する助成 事業実績

H30完了 H31完了

H31完了予定 R2完了予定

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討

20_医療課_2 41410



20_医療課_3

主要事業個票（令和2年度予算）

□ ☑ 1

□ □ 4

□ 1

□ 4

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H30決算（Do・Check）　R1.8時点 （千円） [参考] H31当初予算(Action)　H31.3時点 （千円） H31決算（Do・Check）　R2.8時点 （千円） R2予算査定 （Action） （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H30完了 H31完了

[事業実績] [事業内容] [事業内容]
・「女性のライフステージごとの健康課題に対する必要な支援のあり方」と
それを支える「飛騨地域の持続可能な産婦人科医療体制のあり方」につ
いて中長期的・大局的な視点で検討
・フューチャー・デザインを政策形成の手法として、住民向けの公開講座
やワークショップを開催

[スケジュール] [スケジュール]
・持続可能な周産期等医療体制等の検討
　R2年4月～
・市民公開講座・ワークショップ
　R2年4月～

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H31完了予定 R2完了予定

維持・改善

拡大 拡大

3,000

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算）

決算額 決算額

対前年度増減額（当初予算）

補正等 補正等
予算額

当初

繰越

主な経費

繰越

最終 最終

目的
・人口減少社会において、この地で安心して産み育てられ、また、安心して医療が受けられるよう、
周産期等の医療体制の確保を図る。

概要 ・持続可能な周産期等医療体制のあり方や仕組みづくりを、医療機関、行政等が連携して長期的な視点で検討するもの。

予算額

当初 予算額 当初 予算額 当初 3,000

主な経費
・市民公開講座・ワークショップ講師謝礼・旅費
・事業委託料

内線 2802

H30新規・拡充 目 地域医療対策費 作成年月 R1.11

保健衛生費
枝番・内容 1 岐阜大学と連携した産婦人科医療体制の研究

その他重要事業 項

事業名 41410 医療確保等支援事業費

区分

H31新規 R2新規

予算

会計 一般会計
担当課 医療課

H31拡充 R2拡充 款 衛生費

20_医療課_3 41410-1



20_医療課_4

主要事業個票（令和2年度予算）

□ ☑ 1

□ □ 4

□ 1

□ 4

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H30決算（Do・Check）　R1.8時点 （千円） [参考] H31当初予算(Action)　H31.3時点 （千円） H31決算（Do・Check）　R2.8時点 （千円） R2予算査定 （Action） （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H30完了 H31完了

[事業実績] [事業内容] [事業内容]
・医学生を対象としたガイダンスへの出展

[スケジュール] [スケジュール]
・ガイダンス出展　年2回

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H31完了予定 R2完了予定

維持・改善

拡大 拡大

4,000

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算）

決算額 決算額

対前年度増減額（当初予算）

補正等 　 補正等
予算額

当初

繰越

主な経費

繰越

最終 最終

目的 ・市民が安心して暮らせるよう医療体制の確保と充実を図る。 概要 ・医学生が卒業後の臨床研修先(病院)等を探す合同説明会(ガイダンス)に「飛騨高山ブース」を出展し、研修医及び将来の医師確保につなげるもの。

予算額

当初 予算額 当初 予算額 当初 4,000

主な経費 ガイダンス出展料

内線 2802

H30新規・拡充 目 地域医療対策費 作成年月 R1.11

保健衛生費
枝番・内容 2 医療関係者向けガイダンスへの参加

その他重要事業 項

事業名 41410 医療確保等支援事業費

区分

H31新規 R2新規

予算

会計 一般会計
担当課 医療課

H31拡充 R2拡充 款 衛生費

20_医療課_4 41410-2


